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・「だいち」は多くの利用機関と一体となって、利用成果を残したプロジェ
クト。 
・ALOS-2/3で、数回のワークショップを開催できるのも、「だいち」の利用
があればこそ。 
・JAXAと利用機関との連携活動を通じて、相互理解が深まり、機能・
性能に軸足を置いた単なるinformationから、利用機関の期待に応え
るintelligenceに変質してきた。 
・また、利用機関側でも、JAXAや「だいち」に対する相場感を形成いた
だき、一定範囲での信頼関係を構築。 

 （海上保安庁からは、「だいち」に感謝の意を込めたレーザーを送信し、見事に「だいち」に到
達） 

 東日本大震災では、防災機関から何か言われてから、観測を始めたのではなく、即
時に、JAXAの判断で活動を開始した。「だいち」は、緊急対応しているという前提の信
頼関係の下で、防災機関とのコミュニケーションが行われた。 

はじめに 



●衛星観測の特長：「夜間・悪天候時の観測」、「広域の観測」、「繰り返しの観測」
により得られた情報を、防災活動に提供する。 



２０１０ ２０１５ ２０２０ 

ALOS（１機）の運用
を通じた機能実証、
利用実証 

ALOS後継機（２機）の運用を通じた社会実験 

民間活力の導入（PPP/PFIや民間主導衛星） 

実用システム、
公共インフラとし
て継続運用 

社会への浸透 

社会への定着 

研究開発と実用との間「死の谷（デスバレー）」を埋める取り組み 

JAXA長期ビジョン2025（2005年策定） 
・JAXAは、安全で豊かな社会の実現に貢献する。（最初の１０年は重点化して取り組む） 
・ 世界最高の信頼性と競争力を有する人工衛星等を活用し、誰もが、いつでも、どこでも、災
害や地球環境の現況や将来予測を知ることができ、必要な通報を受け取り、情報を発信で
きる統合観測･監視･通報システムを実現する。  

技術開発側の視点 利用者側の視点 

JAXAのパラダイムシフト 

防災機関のパラダイムシフト 

ピラミッド型の情報連携 あらゆる方向での情報連携 

 パラダイムシフトが必要であり、強いリーダーシップの下、バックキャスト型でのオールジャパン体制が望まれる。 

information intelligence operation 



  東日本大震災への対応として、JAXAでは陸域観測観測技術衛星「だいち」

（ALOS）による災害監視を行うとともに、国際災害チャータ、センチネルアジアなど

の災害監視に関する国際協力を活用して、政府や自治体による情報集約活動・支

援活動への貢献を行った。 

「だいち」による被災地の緊急観測を最優先に実施し、400シーン以上の衛星画像を取

得。 

これまで海外の大規模災害について「だいち」で積極的に国際貢献してきたことにより、

東日本大震災では国際災害チャータ、センチネルアジアなどの国際協力により、 

14ヶ国・地域、27機の海外衛星による集中観測が行われ、約5,000シーンの衛星画像

の提供を受けた。 

これらの衛星画像を防災機関が利用しやすいようJAXAで処理・解析し、内閣官房、内

閣府（防災）を始めとする10府省・機関や地方自治体に情報を提供。 

地上や航空機では取得困難な広域俯瞰的な被害状況の把握や災害対応計画の立案

等に用いられた。 

東日本災害における災害対応機関への解析画像提供は約80種類、中央省庁、地方自

治体等による「だいち防災WEB」へのアクセスは述べ1,430件にものぼった。 
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東日本大震災における「だいち」等の活用 



 政府の情報集約活動に貢献することを目的として、未だかつてない広域巨大災
害であることに鑑み以下の観測を実施。 

 内閣府との利用実証取り決めに基づき、取得データは、都度、政府（内閣府等）に
提供。１ヶ月以上に亘り継続した観測を実施。 

（1/40万 だいち防災マップ 特注） （1/20万 だいち防災マップ 常備） 

3/11夜～3/12早朝 

 平時画像に地理情報を重
畳させた「だいち防災マッ
プ」を大判出力し、内閣府に
手渡し。 

（1/5万 だいち防災
マップ 常備） 7 



3/12午前 下北半島から関東に到るま
で、広域直下視観測（PRISM/AVNIR-

2同時）を実施 

センチネルアジア、国際災害チャータを発動
し、各国衛星にも観測を依頼。並行して、範
囲を絞った補完的な観測を実施 

センチネルアジア
/FORMOSAT-2（台
湾）による観測 
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http://www.eorc.jaxa.jp/ALOS/img_up/l_all_av2_tohokueq_110312.htm
http://www.eorc.jaxa.jp/ALOS/img_up/l_dis_pan_tohokueq_110312_f2.htm
http://www.eorc.jaxa.jp/ALOS/img_up/l_all_tohokueq_110312_2.htm
http://www.eorc.jaxa.jp/ALOS/img_up/l_dis_tohokueq_110312_2_f3.htm
http://www.eorc.jaxa.jp/ALOS/img_up/l_dis_tohokueq_110312_2_f2.htm


 

3/14午前、八戸から茨城県北浦に到るまで、沿岸域の広域観測を実施  

マップ化して
政府に提供 

（1/40万、
1/20万）  

本部におけ
る広域俯瞰
図としての
役割 
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http://www.eorc.jaxa.jp/ALOS/img_up/l_all_av2_tohokueq_110314.htm


JAXAによる解析と公表  http://www.eorc.jaxa.jp/ALOS/gallery/lib_data/j3disaster.htm 

仙台沿岸域から相馬にかけての広範囲
な津波被害の把握 岩手県北部から茨城県にかけての

市町村レベルでの解析と判読 

南三陸町 

茨城県北浦 

鹿行大橋 
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http://www.eorc.jaxa.jp/ALOS/gallery/lib_data/j3disaster.htm
http://www.eorc.jaxa.jp/ALOS/img_up/l_dis_av2_tohokueq_110314-3_f12.htm
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宮城県南三陸町陸前戸倉付近 岩手県大船渡市付近 

福島県南相馬市小高町付近 

堤防崩落 

田畑が広域に冠水 

広域に冠水 
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北上川 

石巻湾 冠水 

宮城県石巻市付近 



湛水面積の把握（発災直後～約1ヶ月継続） 
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合成開口レーダによる評価解析 

3/13観測 3/16観測 
国際災害チャータから得られた、
Terrasar-Xのデータも用いて評価 

3/13観測 

3/13観測と3/14観測の比較評価 

ALOS/PALSARによる湛水域の抽出 

閾値を設
けて枠取
りし湛水
面積を評
価（約
150km2） 
 

国交省河
川局に提
示 
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http://www.eorc.jaxa.jp/ALOS/img_up/l_dis_pal_tohokueq_110313_f4.htm
http://www.eorc.jaxa.jp/ALOS/img_up/l_dis_terrasarx_tohokueq_110313_f1.htm


干渉SARによる地殻変動の把握（発災直後～約1ヶ月継続） 
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国土地理院は干渉SARと電子基準点によるGPS

連続観測結果を組み合わせることで、広域かつ詳
細な地殻変動を面的に把握。 

（牡鹿半島付近で最大3.5m以上の地殻変動を確
認） 

 

干渉SAR画像により東北地方全域の変動が把握

できたため、太平洋沿岸で生じた沈下の原因が局
所的な表層地盤の収縮による地盤沈下ではなく、
プレート境界面上の震源断層の滑りに伴う広域の
沈下であることが把握できた。 

 

大地震に伴う応力変化によって内陸の活断層や
火山が活動し地殻変動を生じていないかどうかを
監視するのに用いられた他、内陸で生じた余震に
よる局所的な地殻変動が把握され、複数の余震に
ついて断層メカニズムの解明に貢献。 

 

航空機やX/CバンドSARではこのような地殻変動
の把握は不可能であり、衛星搭載LバンドSARの
重要な役割である。 
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仙台湾周辺（39個の漂流物を検出） 南相馬市～いわき市沖合周辺（27個の漂流物を検出） 

3月13日 

22時頃撮影 

SARによる海上漂流物の把握 

洋上漂流物の現状調査と追跡・予測のために、総合海洋政策本部にも情報提供。 



国交省河川局によるプレスリリース 



国交省：今後の土砂災害対策の方向性を考える会 





センチネルアジア、国際災害チャータからの支援 

センチネルアジア
https://sentinel.tksc.jaxa.jp/sentinel2/topControl.action 

国際災害チャータ
http://www.disasterscharter.org/web/charter/ 

・FORMOSAT-2（台湾）    
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この他、JAXA-ASI協定に基づき、ASI（イタリア）からCosmo-Skymed観測データの提供あり 

アジア工科大学をプロジェクトマネージャに指定して、各国画
像を取得。また、平行して、各解析機関による解析も実施。 
「だいち」画像とともに、災害対応機関の情報把握に活用。（浸水域の
多面的評価や特定地域の詳細解析などが可能となったことなど） 

SPOT-5など3機(仏) 
RADARSAT(加) Terrasar-X(独) 

Rapideye(5機)(独) 

Worldview-1,2(米) 

IKONOS(米) 

Geoeye(米) 

この他、LANDSAT(2機）、EO-1、Quickbird(米)、
ENVISAT（ESA)、Kompsat-2(韓)、中国からも提
供あり。  

19 

浸水域評価 浸水域評価 浸水域評価 

http://www.eorc.jaxa.jp/ALOS/img_up/l_all_tohokueq_110312_2.htm
http://www.disasterscharter.org/image/journal/article.jpg?img_id=95785&t=1300190765330
http://www.disasterscharter.org/image/journal/article.jpg?img_id=96235&t=1300352325135
http://www.disasterscharter.org/image/journal/article.jpg?img_id=96389&t=1300447610409
http://www.disasterscharter.org/image/journal/article.jpg?img_id=95936&t=1300266196001
http://www.disasterscharter.org/image/journal/article.jpg?img_id=96381&t=1300447066525


内閣府防災による、国際災害チャータ、センチネルアジアへの礼状 





東北地方環境事務所 

（岩手大等との連携） 
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内閣官房 仙台空港、福島原発等関心域の前後比較画像等提供。原発については、国際災害チャータによる高分解能画像も含め、4/19ま
で提供。その他、浸水域の解析結果を提供。 

内閣府 発災当日に57枚（翌日に追加要望のあった19枚）のだいち防災マップを提供し、各県の対策本部に送付。引き続き観測結果、
チャータプロダクト、原発関連のプロダクト／大判印刷物を随時提供。また、北海道から千葉までの湛水域の判読結果を提供。 

警察庁 防災WEBに掲載した観測画像を警察庁にてダウンロードし各種プロダクト作成の上、各県現地対策本部へ大判印刷出力を送付。 

国土交通省 津波被害エリアの湛水状況について情報提供要請あり、3/21～4/22までPALSAR、AVNIR-2による解析結果を提供。 

沿岸の被害状況について提供要請あり、三陸沿岸、千葉液状化エリアの情報を提供。都市地域整備・住宅関連部局へも展開。 

強震度地域にある土砂災害危険箇所（約４万カ所）の点検を行うため内陸部の観測要請あり。国土技術政策総合研究所で解
析実施中。その他、関心地域（山火事の可能性）の画像を提供。 

農林水産省 津波被害エリアの農地の湛水状況について情報提供。農水省は、青森、岩手、宮城、福島、茨城、千葉の６県で約2万4千haの
浸水と推定されると発表(3/29、被災地域の衛星画像写真を活用）。 また、千葉県北部（九十九里浜周辺）から茨城県沿岸の
浸水状況について解析結果を提供。本データは農水省の調査結果の検証および今後の農地復旧工法検討の材料として利用され
るとのこと。 

水産庁 水産庁との間で、沖合に流された漁船の捜索の参考情報として岩手沿岸画像を提供。 

海上保安庁 海上安全部より海上漂流物について情報提供要請あり、3/13,16,及び4/18観測解析結果を提供。 

環境省 三陸沿岸の漂流物分布について要請あり、陸前高田周辺のみで約56万ｍ２の漂流物の存在を確認。環境省側の検討とほぼ同等。
本結果は海上保安庁にも提供済み。 

文部科学省 原発関係の画像を提供。 

防災科学研究所 災害リスク情報PF上での「だいち」画像公開要請があり、東北、及び新潟長野の画像を提供。NPO活動のSinsai.infoにも展開され
た。 

国土地理院、 
地震WG 

発災前後の画像を順次提供。国土地理院は干渉SARと電子基準点の融合解析により、牡鹿半島付近で最大3.5ｍ以上の地殻
変動と発表。 

宮城県 国際災害チャータ（海外衛星）からの情報により、女川運動公園上のSOSメッセージが確認され、宮城県に情報提供。 

岩手県・岩手大 岩手大を通じて関係機関（岩手県等）に画像、解析結果を随時提供中。国道45号線の状況については光学での判読結果を提
供。岩手県より発災前後の画像の利用要請あり提供。 

関東地方整備局 国土地理院経由で千葉県の液状化エリアの状況把握の要請あり。海外衛星画像による判読結果を提供。 

和歌山県 岩手県－和歌山県の協定に基づき、4月末より支援のため現地入り。現地活動用だいち防災マップ等の要請あり提供。 

京都大学防災研 内閣府への協力として、緊急地図作成プロジェクトを立ち上げ。JAXAへの協力要請あり、画像提供。 



東日本大震災への対応から得られた知見 

• 今回の震災のような大規模災害においては、災害前後を比較した衛星画像の
プロダクトは、現地の被害状況を把握する初動期の第一次情報源として非常に
有用。 

特に、衛星画像上に地名や道路等の地理空間情報データが重ね合わされてい
た点、発災前の画像が数ヶ月程度の最近のものであった点が利便性を高めた。 

• 発災直後の情報収集には、広域俯瞰図としての「だいち」画像が非常に有効。 

• 地殻変動の面的把握や内陸部の土砂災害危険箇所の点検等は、LバンドSAR

と光学センサを搭載し、広域の観測が可能な「だいち」でしか出来なかった。 

• 判読精度向上のためには、SAR画像と光学画像の両方が必要。また、立体視
観測が有効。 

• 被災域の変化抽出のためには衛星による長期間の繰り返し観測が重要であり、
このためには我が国の衛星が必要。 

• 観測頻度向上のためには、国際災害チャータやセンチネルアジアなどの国際協
力が有効。 

• 建物倒壊状況や道路・鉄道の状況把握、原子力発電所の詳細状況把握につい
ては、国際災害チャータによる商業高分解能衛星が活用された。 
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   「だいち」による東日本大震災への対応の教訓を活かして、 今後は以下に示
す取り組みを進める。 

 

□ 「だいち」の後継として、SARを搭載した陸域観測技術衛星2号（ALOS-2）及び
光学センサを搭載した陸域観測技術衛星3号（ALOS-3）を早期に打上げ、今回
の震災対応で有効であった、「広域観測」と「高分解能観測」を同時に実現し、
「SARと光学の相互利用」で被災状況把握の精度を向上する。 

 

□ 国際災害チャータやセンチネルアジアなどの国際協力の取り組みを今後も継
続する。 

 

□データ中継衛星を利用することで即時の観測、データ提供を可能としていること
から、この取り組みを継続する。 

 

□震災対応を通じて認識された新たなニーズ（熱的変化把握、津波観測等）に対
応するため、光学センサやレーダに加え、新たな地球観測センサの研究開発を
推進する。 
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衛星による災害監視の今後の方向性 


